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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、近代フルンボイル地域のモンゴル人自身による商業経済の自立形成の時代

的社会的背景と経緯を考察するものである。そのために、2年間においては、北京国家図書館、

内蒙古档案館、内蒙古図書館、内蒙古大学図書館、内蒙古自治区呼倫貝爾市档案館、黒龍江省

档案館、吉林省社会科学院満鉄資料館、台湾国史館、台湾中央研究院近代史研究所档案館など

を訪れ、一次史料の発掘整理および分析を行なった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purposes of this study are to discuss social background and process of economic 

activities by Mongolian in the modern Hulunbuir area. Therefore, in these two years, I 

analyzed documents collected from each place. In conducting archival research at the 

National Library of China (Beijing), Inner Mongolia Archives, Inner Mongolia Library, 

Inner Mongolia University Library, Hulunbuir Archives, Heilongjiang Provincial Archives, 

Man Tie Information Library of the Academy of Social Sciences of JiLin Province, Taiwan 

Historica (Taiwan), the Institute of Modern History of Academica Sinica (Taiwan). 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 問題意識 

フルンボイル（呼倫貝爾）地域は、現在の

中国内蒙古自治区の東北部に位置する国境

地域である。歴史上、中国、ロシア（ソ連）、

および日本が抗争を繰り返す舞台となった。

1939年に同地域においては、現在の日本とモ

ンゴルとの外交関係の中で、避けて通れない

出来事「ノモンハン事件」が起きている。こ

のように、フルンボイルは中国の内モンゴル

では、独自の地理的および歴史的な背景をも

つ地域である。また、同地域の人々のモンゴ

ル民族意識は非常に強く、近代においてモン

ゴル系のダフール・モンゴル人による数回の
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民族自決自治をめざす独立運動が起こって

いる。 

しかし、これらの一連の民族自治運動に対

する理解と評価はまだ一定していない。中国

国内でのフルンボイル地域に対する研究は、

辺疆民族史という狭い視野での研究が主流

で、しかも言語（モンゴル語など）などの研

究上の制約が多く、研究が立ち遅れている。

その自治運動に対しては、ロシア・ソ連の「扇

動」によるものであったという認識がほとん

どである。 

また、モンゴル研究において、フルンボイ

ルを含むモンゴル地域の近代における民族

運動の高揚については、「漢人入植」による

「土地開墾」が主要な原因だったという指摘

が主流だった。こうした指摘は、広範囲のモ

ンゴル地域に対する妥当な見解ではあるが、

その一部であるフルンボイル地域に対して

は、さらに子細な検討をする必要がある。加

えて、近代におけるフルンボイル地域の経済

状況や背景という側面からのアプローチが

必要とされる。 

近代フルンボイル地域の経済状況は、「旅

蒙商（漢人商人）」の流入によって、モンゴ

ル人遊牧民の唯一の財産である畜産資源が

旅蒙商に収奪されていったことがその民族

運動の経済的背景となっていたと言える。

「旅蒙商」とは、18世紀からモンゴル各地に

進出し、モンゴル人遊牧民から家畜、毛皮な

どを安価で購入し、遊牧民には茶、穀物、衣

料などを高価で販売する商売を行なう商人

のことである。フルンボイル地域では、旅蒙

商は、その商業活動においては遊牧地域の交

通の不便性、交換拠点の希少性、商品と貨幣

経済の未発達という状況を利用し、フルンボ

イル地域の商業を独占していった。その際、

不等価交換取引を行ない、掛け売りや高利貸

しの方法を使って遊牧民の財産を詐取して

いた。近代においてフルンボイルの商業経済

が旅蒙商によって完全に支配されていたこ

とは、同地域の経済社会の一つの特徴であっ

た。 

(2) 学術的背景と意義 

 上記のような経済状況から脱するために、

フルンボイルのモンゴル人は、近代において

政治的には前述したように数回の民族自治

運動を起こした。では、経済的には具体的に

どのような対策を講じたのかという極めて

重要な課題が残る。この課題を解くために、

当時の同地域のモンゴル人によるいくつか

の経済的動向を把握することは必要不可欠

である。 

コルマゾフ（1930）および程廷恒・張家璠

（1924）によれば、フルンボイルのモンゴル

人は、1917年に「蒙古銀行」、1919年に「蒙

古商業銭局」を設置し、さらに 1923 年にモ

ンゴル人自身による独自の商業組合「モンゴ

ル・ナイラム（蒙古組合）」（「呼倫貝爾蒙古

消費組合」とも言う）を設立したとのことで

ある。こうした動向は、前述したように、フ

ルンボイルのモンゴル人は、長年旅蒙商の経

済的支配から脱却するために、設立したもの

と考えられる。それと同時に、これらの機関

は、当時のフルンボイル地域での最初のモン

ゴル人自身によって設立された商業機関で

もあり、「蒙古銀行」と「蒙古商業銭局」に

ついては、独自の通貨をも発行していた記録

が確認できる。 

また、「モンゴル・ナイラム」については、

当時のロシア語と日本語の文献資料のコル

マゾフ（1930）および、南満洲鉄道株式会社

哈爾濱事務所調査課（1924）において、次の

ような記述が見られる。「モンゴル・ナイラ

ム」の設立目的は、①フルンボイルのモンゴ

ル人に生活必需品を安価で提供すること、②

フルンボイルのモンゴル人の畜産品を正当

な価格で販売することである。同組合に入会

できるのは、モンゴル人に限り、中には多数

のモンゴル人官吏が含まれ、モンゴル人の支

持を得ていたという。 

これらの金融と商業機関は、フルンボイル

地域のモンゴル人が旅蒙商の経済的支配に

対抗し、自分たちの利益を守るために、自ら

設立した最初の機関と組織である。その意味

で、同地域のモンゴル人自身による商業経済

の「自立形成」にとって重要な意味をもつも

のである。同時に、その設立経緯と運営実態

を解明する研究は、学術上極めて重要な意義

と価値をもつものと考える。 

しかし、残念なことにその設立経緯と運営

実態および果たした具体的な役割などにつ

いては、不明なところが多く、関連する先行

研究もほとんどないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、上記のような問題意識および

学術的背景を踏まえ、研究課題の目的を以下

の 3点に設定した。 

(1)近代フルンボイル地域のモンゴル人自

身による商業経済の自立形成の時代的社会

的背景と経緯を考察すること。 

(2)モンゴル人が設立した商業機関の果た

した役割と事業内容を確認すること。 

(3)その歴史的意義を総合的に検討するこ

と。 

申請者の問題意識は、フルンボイル地域の

モンゴル人が設立した商業機関の存在意義

が、単なるモンゴル人の自己利益を守るだけ

ではなく、当時の旅蒙商の経済的支配から脱

するための経済的な動向であったことを総

合的に分析することにある。 

また、先行研究がほとんど存在しない研究

状況を踏まえて、一次史料の発掘・整理を中

心に、その全貌を提示することに研究の重点



 

 

を置いた。 

これらの商業組織の歴史的意義を総合的

に検討することによって、近代モンゴル地域

の経済的な一側面を提示することにつなげ

る。さらに、関連する一次史料の発掘・整理

によって、今日および今後の後続的研究を促

進することに寄与したい。 

 

３．研究の方法 

(1)研究方法 

本研究課題に直接関係する先行研究が存

在しない状況から、本研究では、まず、一次

史料の発掘を重視し、史料の発掘・整理を行

う。次に、一次史料を基礎とする実証研究を

通してフルンボイル地域のモンゴル人自身

による商業経済の自立形成の実像を描き出

す。最終的に、関連する史料を注意深く分析

し、客観的立場からその意義を解明するとい

う順に研究を進めた。 

(2)資料の所在 

近代フルンボイル地域に関する「地方文史

資料（当該地域の歴史資料）」および近代の

経済状況に関する一次史料は、主に内蒙古自

治区フルンボイル市にある「呼倫貝爾市档案

館（公文書館）」とフフホト市にある「内蒙

古自治区档案館」に保存されており、中には

これまであまり活用されて来なかったモン

ゴル語および満洲語による史料が含まれる。 

また、フルンボイル地域の行政区画の変遷

によって、関連文献および一部の資料は、主

に日本国内と中国の各地に存在している。 

フルンボイル地域は、清朝末期から満洲国

成立まで行政上黒龍江省の管轄範囲内にあ

り、満洲国成立した後に、同地域に「興安北

省」が設置され、その後、内蒙古自治区の行

政範囲内に入って現在に至っている。中国に

存在する資史料について言えば、フルンボイ

ル地域の行政区画の変遷によって、それぞれ

内蒙古自治区、黒龍江省に分散している。そ

れから、民国期の一部の文献資料は、国民党

政権が台湾に移ることにつれて、台湾にも所

在することになった。 

さらに、日本語に関する文献資料について

言えば、前項の研究の背景において述べたよ

うに、フルンボイルは極めて地域的に独自の

特性をもつ地域である。こうした関係もあり、

明治時代から多くの日本人（南満洲鉄道株式

会社関係が中心）がこの地域で調査をおこな

い、数多くの日本語による調査資料を残した。

このような、日本語による関連文献は、日本

国内および中国各地に保存されている。 

日本国内に存在する関連文献以外のもの

は、吉林省社会科学院満鉄資料館、北京市に

ある中国社会科学院近代史研究所図書館な

どの関係資料館にも所蔵されている。 

(3)資料調査 

申請者は、上記のような資料の所蔵状況か

ら、2 年間にわたって各地の資料館を訪れ、

関係文献資料の発掘・収集をおこなった。 

具体的には、平成 23 年度において、北京

市にある「国家図書館」、「中国社会科学院近

代史研究所」、内蒙古自治区フルンボイル市

にある「呼倫貝爾市档案館」、内蒙古自治区

フフホト市の「内蒙古図書館」、「内蒙古档案

館」、「内蒙古大学図書館」、「内蒙古大学近代

史研究所」、台湾台北市にある「国史館」お

よび「中央研究院近代史研究所档案館」での

資料収集をおこなった。 

平成 24 年においては、中国黒龍江省ハル

ピン市の「黒龍江省档案館」、吉林省長春市

の「吉林省社会科学院満鉄資料館」、北京市

の「国家図書館古籍館」での資料調査を実施

し、再度、内蒙古自治区フルンボイル市の「呼

倫貝爾市档案館」、フフホト市の「内蒙古档

案館」において、補足調査をおこない、関係

史料の複写・記録をおこなった。 

これらと並行して日本国内の研究機関か

ら関連文献の収集・複写を進めた。 

 

４．研究成果 

本研究課題は、多様な資料に基づいて、近

代フルンボイル地域においてモンゴル人が

設立した商業機関の時代的社会的背景と経

緯を総合的に考察することで、その歴史的存

在意義を提示することである。 

上記の資料調査において入手した関連する

各資史料の解読する上で、注意深く分析し、

近代フルンボイル地域のモンゴル人による

経済活動の歴史的意義の総合的検討をおこ

なった。その一部の成果を、平成 24 年 7 月

と 9月に開催された国際研究会やワークショ

ップにて発表した。 

その具体的な成果については、下記の 3 点

にまとめることができる。 

(1)モンゴル人による商業機関の設立経緯、

時代背景および事業内容 

(2)果たした役割 

(3)歴史的存在意義 

(1)の設立背景と事業内容ついては、1917

年の「蒙古銀行」、1919年の「蒙古商業銭局」

1923年の「モンゴル・ナイラム」以外に、1919

年に成徳が設立した「呼倫貝爾蒙古皮毛公

司」および 1922 年にメルセと福明泰による

「呼倫貝爾蒙古消費組合」の存在が確認でき

た。 

その設立背景は、フルンボイル地域のモン

ゴル人が旅蒙商の経済的支配に対抗し、その

状況から脱するために自分たちの利益を守

る目的で、設立した商業機関と組織である。 

また、事業内容としては、①これらの商業

機関に加入するのはモンゴル人のみである

こと、②フルンボイルのモンゴル人に安価で

生活必需品を提供すること、③フルンボイル

のモンゴル人の畜産品を正当な価格で販売



 

 

すること、④フルンボイルのモンゴル人の経

済的利益を守るだけではなく、政治的組織の

性格をもっていたことである。 

(2)の果たした役割については、辛亥革命

後、フルンボイル地域は独立を宣言し、結果

として 1915 年に「特別区域」と指定され、

民国政府管轄内の「自治区域」となり、1920

年まで続いた。これらの商業機関は、主に

1915 年～1920 年のいわゆる「フルンボイル

自治時代」に設立されている。1920年になる

と、フルンボイル地域の特別区域が取り消さ

れ、自治の内容が縮小された形で、完全に黒

龍江省政府の管轄下入っていった。 

 こうした背景の下、政治的行政的自主性を

失ったことによって、上記の「蒙古銀行」お

よび「蒙古商業銭局」なども閉鎖に強いられ

た。一方、「呼倫貝爾蒙古皮毛公司」および

「呼倫貝爾蒙古消費組合」は、引き続き存続

したが、フルンボイルのモンゴル人の経済的

利益を守るために実施していた「統一的な買

収と販売方法」が、黒龍江省政府から問題視

されることになったのである。 

また、このような商業組織を設立したこと

以外に、当時のフルンボイル政府は、モンゴ

ル人による岩塩の採掘や木材の伐採などの

事業をおこすような動きを示し、黒龍江省政

府に許可を申し出たものの、結果的に許可さ

れることがなかった。 

このように、これらの商業組織は、フルン

ボイルのモンゴル人の経済的利益を守るた

めに、大きな役割を果たしたが、最終的に自

治が取り消されることによって、徐々にその

自主性を失っていったのである。 

(3)の歴史的存在意義については、これら

の商業組織の存在自体が一時的であるいは

短期間しか存在できなかったが、その歴史的

意義ついては積極的に評価することができ

よう。 

まず、その設立した目的は、フルンボイル

地域のモンゴル人が旅蒙商の経済的支配に

対抗し、その状況を改善することを目的とし

て自分たちの利益を守るために設立した最

初の商業組織である。その意味で、同地域の

モンゴル人自身による商業経済の「自立形

成」にとって重要な意味をもつものである。 

次に、「呼倫貝爾蒙古消費組合」の役割に

ついては、フルンボイルのモンゴル人の経済

的利益を守るだけではなく、政治的組織の性

格をもち、いわば「二重役割」を果たしてい

たことである。その背景には、1920 年以降、

フルンボイル地域が政治的行政的自主性を

失い、経済的な自立性を確立するために商業

活動をおこなうものの、黒龍江省政府に制限

されていた事情がある。 

当時のモンゴル人知識青年に関する関連

資料に基づいて、その経歴を確認すると、彼

らは何らかの形で「呼倫貝爾蒙古消費組合」

とかかわりをもち、政治活動をおこなってい

たことがわかる。すなわち、政治的自主性を

喪失したことで、経済的な自立を求めても制

限されることによって、最終的に政治的な自

主性を求める動きに転じていったことにな

る。 

これらを総合的に考察することによって、

これらの商業組織の歴史的意義だけではな

く、近代フルンボイル地域の経済的な一側面、

および近代フルンボイルの一連の民族運動

の経済的背景を提示することにつながる。 
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